
皆様，こんにちは。
今日は，東京は古本街で知られる神保町からやってま

いりました。この同志社女子大学に入ってきたときに，
とても美しい校舎と，隣に並ぶ京都御所のものすごく素
敵な場所で皆さんが学んでいらっしゃるのだなというこ
と見て，とても羨ましく思いました。今日はこうした機
会を持たせていただいたことをまず最初にお礼させてい
ただきたいと思います。
本日は，「TOKYO ストリートファッションの考現学

－若者たちの装いのゆくえ－」ということで 1時間ほど
お話をさせていただきたいと思っておりますので，どう
ぞよろしくお願いいたします。
まず，私自身は 1994年，今から約 17年ぐらい前にな

るのですが，東京の原宿，渋谷，銀座，代官山のいわゆ
るファッションストリートというところで，主に若者の
ストリートファッション，街頭の若者たちのファッショ
ンというのを毎月1回ずつコンスタントに撮影をしてお
ります。
ちなみにですが，東京にいらしたことがある方はどれ

ぐらいおられますか。東京に行ったことがありますよと
いう方。
では，原宿はいかがですか。
では，渋谷はいかがでしょうか。
銀座はどうでしょう。
ここまではたくさん手が挙がるのですが，代官山はい

かがでしょう。
先生方は大分来てくださっているようで，ありがとう

ございます。
こうした東京の主要なエリアでずっと定点観測を行っ

ております。ストリートファッションといいますとアカ
デミックじゃないというふうに言われることがすごく多

くて，それはジャーナリズムだろうというふうなご指摘
もいただいたりするのですけれども，ただ，ストリート
ファッションだけを見ているのではなくて，服装の歴史
であるとか，文化であるとか，慣習，そういうものが私
たちの服を規定しているということを，ストリートから
伺い知ることができることがあります。あるいは 3.11

の震災があって，私たちの価値観というのはすごく変わ
ってきています。そういう価値観であったり，経済状況
であったり，あるいは東京という場所，あるいは京都と
いう場所，そういうエリアの違いですとか，そしてファ
ッションに影響を与える雑誌ですとか，インターネット
のホームページ等のメディア，そういったさまざまな要
因というものが複雑に絡み合いながら，私たちは日々，
服はどれを着ようか，どこに行こうかということを考え
て行動している，その生活の様相を，ストリートファッ
ションから観察できないかなと考えて，研究を続けてお
ります。

�ストリートファッションの定点観測
研究室のファッションに関心のある学生などと一緒

に，主にファッションそのものはどういうふうな傾向に
なっているかということと，それから街の様子がどうい
うふうに変わっているか，どういう人たちが訪れてくる
か，そしてそれらを扱うメディア，雑誌ですとかホーム
ページとか携帯のコンテンツ等，これらがどういうふう
な事象でもって動いてくるのかということをずっとコン
スタントに観察をしております。
ファッションはすごくおしゃれなものというイメージ

をお持ちの方もおられるかと思うのですが，実はストリ
ートファッション調査はかなり体力勝負が求められま
す。私自身は，大学の3年生のときから卒論のテーマの
一つとして，服装の色を観察しようということで指導教
官の先生と相談しまして，服の色がエリアによって違う

第 45回生活科学会大会講演（2011年 7月 2日）

TOKYO ストリートファッションの考現学
──若者たちの装いのゆくえ──

渡 辺 明日香

────────────
共立女子短期大学生活科学科准教授

同志社女子大学生活科学 Vol . 45, 111～121（2011）

― １１１ ―



のではないかとか，季節によって違うのではないかと
か，あるいは流行色の影響因子みたいなものがどういう
ふうに実際の人々の間に流布するのかということを調査
でもって実証しようということでスタートしました。そ
れが 1994年の5月からになりますので，つい最近足か
け 18年目に入りました。できれば足腰が立たなくなる
までずっと続けたいと思っているのですけれども，調査
地点は原宿のラフォーレのあたり，表参道と神宮前の交
差点のあたり。そして渋谷はセンター街の入り口周辺
で，非常に人がたくさんいるあたり。そして銀座は銀座
通りの松屋とかシャネルなどのあるあたり，そして代官
山は駅の周辺で撮影をしています。調査方法としては，
人の往来の多い土曜日ないしは日曜日，祝日の午後で
す。10代から 30代くらいの女性，あと男性も少し観察
しています。写真撮影をすることで，そのエリアにどん
な人たちがどういう格好で来ていたのかということを調
査しております。
原宿ですと，10代後半から 20代ぐらいの若い人たち

が多くて，重ね着の思い思いのファッションをしている
人が多いですし，それから渋谷になると，ちょっとセク
シーなギャル系といいますけれども，渋谷の 109のショ
ップなんかでお買い物するような 20代前後ぐらいの女
性がいたり，そして銀座ですと，少し年齢層が上がりま
して，20代半ばから 30代ぐらいの OL さんなんかが主
な層になるので，ちょっとファッションの傾向もエレガ
ントな感じになっているかと思います。そして4番目が
代官山でして，こちらの年齢層は先ほどの銀座と大体同
じ 20代半ばぐらいなんですけれども，少しカジュアル
で，トレンド感覚のあるような人たちが中心になってい
るということで，エリアによってファッションが変わっ
ているということがあります。
夏場は暑くて大変ですし，冬もシャッターを押すのに

手がかじかんでしまったりするのですけれども，それで
も本当に毎月ファッションが変わりますし，来る人たち
が変わるので，何とか自分の目でずっと観察を続けたい
ということで続けております。そうした結果は「ストリ
ートファッションレポート」というタイトルでホームペ
ージに公開しておりますので，もしご関心がある方がお
られましたら，グーグルでもヤフーでも，カタカナで
「ストリートファッションレポート」と入れていただく
とごらんいただけると思います。
あともう少し，今のファッションはそもそもどういう

ふうな歴史でもって編み込まれてきたのかということを
少し明らかにしたいなということで，私たちが和服から

洋装に変わった戦後から現在までおよそ 60年強の歴史
を『ストリートファッションの時代』（2005）ですと
か，『ストリートファッション論』（2011）といった本に
まとめさせていただいております。それから，毎日新聞
のコラムですが，「東京ストリート通信」というタイト
ルで2カ月に1回ですけれども，今若い人の間で流行っ
ているものごと，これがどういう歴史をたどってきて，
なぜ着ているのかという背景みたいなことを少し分析し
たコラムなども担当させていただいております。

�ストリートファッションの定義
今日はストリートファッションとは何かということで

定義めいたものを考えてきましたので，最初に提示をさ
せていただきたいと思います。一言で言うと，主に若者
たちが集うストリートから自然発生的に生まれる流行現
象のことと定義づけられるかなと考えているのですが，
もう少しかみ砕いて考えてみますと，一つ目に，ランド
マークとしてのファッションビルであるとか，あるいは
ショップというものが点在していて，若者たちを吸引す
る場所が存在しているということ。二つ目に，街には集
まる若者たちがファッションビル，あるいはショップと
共鳴をして，非常に刺激し合えるという場所，環境があ
るということです。三つ目に，そのストリートに集まっ
てくる若い人たち同士が相互行為によって，見る見られ
る関係が築かれていて，新しいファッションを生成す
る。ここにいらっしゃる皆さんもすごくおしゃれな格好
をしていらっしゃるのでファッションに関心がおありだ
なということを観察していますけれども，恐らくお友達
だったり，あるいは学校内で知らない人でも，相手のフ
ァッションを上から下まで見ますよね。ああそういう格
好は素敵だなとか，この間，雑誌に出ていたのをもう着
ているなとかいうことで，相互行為が絶え間なく起こっ
てくる。その中で新しくいいなと思ったものを取り入れ
たり，あるいはちょっと今日のはいけてなかったかなと
いうような感じで反省をしたりということで，また新し
いファッションが生成されていくということがあるかと
思います。そして，四つ目に，今日お話ししたい重要な
ことの一つなのですが，雑誌というのはファッションを
提示する媒体，そうであることには変わりはないのです
けれども，その雑誌のもともとのネタとなる，どういう
ファッションを紹介するかというソースとして，今の街
の若い人たちのファッションがずいぶんと参照されてい
る。ストリートが雑誌をリードするというふうにコンテ
ンツの収集方法というのが大きく変わったということを
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皆さんに知っていただきたいと思っています。つまりみ
んなが街でこれがいいだろうとか，こういうことが素敵
だよねということで装うファッションを雑誌だったりイ
ンターネットが取り上げることで，さらにこれが今，街
で流行っています，デザイナーも注目していますという
ふうなことで広まっていく，そういう新しいメカニズム
というものが発生しているのだということです。そし
て，より広範囲に再生産されていく流れになっていると
いうことが言えると思います。

�考現学とは何か
今日のタイトルの「考現学」という言葉を初めて聞く

方もおられると思うのですけれども，もともと考現学，
現在を考える学というのは，今和次郎の命名によりま
す。彼自身はファッションの専門家ではなくて，建築学
や意匠研究をしていた方でした。人々の住まいですとか
生活がどういうふうに変わってくるのかということをず
っと観察を通して研究していた学者です。これは，いわ
ゆる考古学に対して今現在の私たちの生の生活，あるい
はどういうものを着ているか，どういうものを食べてい
るかということを詳らかに観察する必要性を今和次郎は
訴えて，考古学に対して考現学ということを言いはじめ
ました。その中でもファッション調査といいますか，銀
座の街頭の風俗調査というのが比較的ファッションの研
究をしている人たちの中でもよく知られているので，ち
ょっとご紹介をします。観察されたのは 1925年です。
1923年に関東大震災がありまして，東京の街は非常に
倒壊したりで大変な混乱の時だったのです。今の東北と
似ているところがあります。関東大震災があった後に
人々がどういうふうにそこから復興し立ち上がっていく
かということを観測しようということで，銀座の街の様
子を観察したのです。当時の記録によると，男性は既に
大分洋装をしているのですけれども，女性の場合は和装
が 99％で，洋装，つまり洋服を着ている人はたった 1

％だったというふうなことを明らかにしております。こ
れも今和次郎が銀座の街頭に出て，街を通行する人たち
を観察して，今和次郎はとてもイラストが上手だったの
で，こういう服を着ていたということをつぶさにスケッ
チをしたりということで収集をしていきました。
そうして今和次郎，吉田謙吉などが始めた街頭観測と

いうのが，戦後私たちの洋装化が進んで，オーダーでは
なくて既製服というものが一般的になるにつれて，日本
生活学会であるとか，路上観測学会などに引き継がれ，
風俗研究というものが行われていきます。

さらに 80年代以降には，パルコというファッション
ビルの研究機関だったアクロスというところが『流行観
測アクロス』という月刊誌を発行し，そのなかで渋谷の
街頭のファッション調査というものをしていたのです。
私は学生のころにこのパルコのアクロス編集部が発行し
ていた『流行観測アクロス』を書店で初めて見て，これ
だというふうに思ったのです。それ以前から私はファッ
ションにとても関心があったのですが，でも，デザイナ
ーがつくる服の美しさというのと，私たちが実際に着て
表現するというのはちょっと違う観点があるのではない
かなということをずっと考えていました。ファッション
を語るのにデザイナー，あるいはブランドによってつく
られた服という視点ではなくて，消費者や生活者の人た
ちがどういう服を選んでどういうふうに着ていたのだろ
うということに私自身はすごく関心があって，そういう
ことをアクロスの流行観測では非常に詳細にレポートを
していて，私もこういうことを研究でやれたらいいなと
いうふうに思ったのがきっかけです。それ以外にも，マ
ーケティング的な視点から，博報堂ですとか電通の実施
したファッション調査というものが 80年代以降から行
われるようになっています。

�ストリートファッション観測の現在
現在は，いわゆる大きなマーケティングの組織である

とか，研究としてするということではなくて，例えば 90

年代以降，さまざまな街の若い人たちを観測するストリ
ートファッション系の雑誌の創刊が相次いでいきます。
その中で，90年代の原宿というのは非常ににぎやかで
したし，渋谷もガングロギャルとかがいっぱいですごく
にぎやかだったので，今から見ると，へえこんな格好し
ていたのだという感じがあるかもしれませんけれども，
このような格好をしていたのです。こういうものを街の
若い人たちが取り上げる。それをさまざまな人がまた見
ることによって再生産されていくというやりとりが 90

年代以降から密になっていく。さらに雑誌の媒体よりも
もっと早く，もっと多様で，もっとコミュニケーション
が密になるインターネットであったり，携帯のコンテン
ツであったり，2000年以降になると，恐らく皆さんも
グーグルとかツィッターなどのソーシャルネットワーク
サービスを利用されていると思いますけれども，今度は
だれかが言ったものをこれが流行なんだというふうに見
るだけではなくて，自分がこの服を買った，今日のコー
デはこうですということで，自分が発信側になるという
ふうな双方向の流れというのができてきています。した
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がって，取り上げ方も今のファッションはこうなんです
と上から下に提示をするだけではなくて，私たちのファ
ッションはこうなんですよというふうにくみ上げる，そ
ういうふうなやりとりというのが非常に多くなってきて
いる。こういうことを観察していきたいなとずっと私自
身は思っています。
そうしたストリートファッションについて，90年代

以降，つまりストリート系のファッション雑誌の隆盛な
どと並行して，さまざまな展覧会が開かれるようになり
ました。それ以前ですと，デザイナーの展覧会というの
は行われていたのですけれども，街頭の若い人たちのフ
ァッションを取り上げるストリートファッションをテー
マにする展覧会というのは 90年代からぼつぼつと行わ
れるようになっています。最近はクールジャパンという
アニメとか，漫画であるとか，音楽であるとか，そうい
う日本のコンテンツというのが海外から注目されている
ということもあって，「ジャパン・ファッション・ナ
ウ」というのがニューヨーク工科大学で行われたり，あ
るいは「フューチャービューティー：日本のファッショ
ンの 30年」と題した展覧会がロンドンやドイツのミュ
ンヘンで開催されています。先ほどお話ししましたけれ
ども，クールジャパンということで，日本の漫画ですと
か，ファッションもそうですけれども，あるいはそうい
う漫画の登場人物に扮する「コスプレサミット」が名古
屋で開催されたりですとか，あとバンコクであったり，
パリなんかで「ジャパン・フェスティバル」というもの
が行われていて，クールジャパンに対する興味関心が高
まっているところです。
私自身は 1994年から写真を撮り始めたのですけれど

も，それ以前の調査会社であるとか，デザイナーの方で
自身の商品開発のアイデアのために 70年代から写真を
撮っておられた方がいて，その方の写真資料などを研究
室でお預かりして調査をしています。1970年代から 80

年代，90年代，2000年代，今 2010年代ですので，約 50

年間の写真資料を持っています。これを何とか検索可能
なアーカイブにしたりとか，皆さんがデータを共有でき
るようなしくみがつくれるといいなと思っていろいろと
検討しているところです。

�戦後から現在までのストリートファッションの変遷
戦後から現在までの日本のストリートファッションが

どういうふうに流れてきたかということをちょっとだけ
ご紹介をします。戦後，1945年に第二次世界大戦が終
わります。1950 年代の日本のファッションはといえ

ば，パリのオートクチュールであるとか，アメリカン・
ファッションということで，海外のファッションに強い
あこがれを抱き，これが次に私たちが着るべき服なのだ
ということで受け入れることになりました。それ以前
は，今ちょうど朝の連続ドラマ「おひさま」が放映され
ていますが，ごらんになられている方はおられますか。
今まさに，もうすぐ戦争が終わるところの様子をやって
いて，着物を着ている人と洋装を着ている人とあった
り，もんぺをはいている人が出てきたりします。そして
1945年に戦争が終わって，日本人は洋装にかじを切る
のですけれども，そのときのお手本になったのが海外の
ファッションでした。そういうものを日本人が一生懸命
どん欲に吸収していったというのが 1950年代です。
その傾向は 60年代になっても引き続きます。ただ，

オートクチュールからプレタポルテ，高級既製服に変わ
って，ファッションの提示する媒体そのものが少しだけ
カジュアルになるのですけれども，それでもやはりアメ
リカのアイビーであるとか，パリのプレタポルテという
ものが日本に影響を与える。ミニスカートなども海外の
デザイナーが提案したことで，日本人もミニスカートを
はくというふうに，やはり海外を参照する，こうした流
れは 60年代も継続します。

70年代に入りますと，今度は，アメリカがベトナム
戦争の泥沼化による反戦運動が生じるなどして，ムーブ
メントがガラッと変わって，ヒッピーなんかのユースカ
ルチャーが登場してくる。それでも，海外のユースカル
チャーを日本の若い人たちが取り入れる傾向は続き，そ
れでもなお海外ファッションの流入ということには違い
がなかったのです。
ところが，ようやく戦後から 30年少し過ぎて 1980年

代，当時は「ジャパン・アズ・ナンバーワン」と言われ
ていたのですが，日本が希有の高度経済成長を遂げて，
非常に景気がよかった時代を迎えます。まだ皆さんは生
まれていらっしゃらないと思うので，日本をアメリカが
恐れるような，非常に勢いがあった時代を迎えるのです
けれども，それとリンクするように，日本人のデザイナ
ーがパリで大活躍をします。「コム・デ・ギャルソン」
の川久保玲さんであるとか，山本耀司さん，三宅一生さ
んなどの日本人のデザイナーが今までの西洋服，つまり
出るところが出て引っ込むところは引っ込むというよう
な女性美，あるいは華やかなファッションというふうな
ものではない，左右がずれていたりとか，前だか後ろだ
かわからない，色も全部黒とか，ぼこぼこに穴があいて
いるみたいな，今までの西洋の既成概念を越えた，とて
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も前衛的なファッションを日本人が打ち出したのです。
それによって日本のデザイナーが海外でも高い評価を受
けることになり，これまでの西洋の模倣とは異なる流れ
が生まれます。それでも，やはりファッションをリード
するのは，デザイナーが提案をしたファッションという
ふうなことだったわけです。
ところが，1990年代に入りますと，この流れが大き

く変わります。80年代はデザイナーズブランドのファ
ッションを上から下まで全部身につけて，ハウスマヌカ
ンと言いましたけれども，販売員の人たちのファッショ
ンがお手本で，全部同じブランドで上から下までそろっ
ていなくては格好悪いみたいな，今とは全く逆の価値観
だったわけですが，90年代に入りますと，1989年の渋
カジと言われている渋谷カジュアルの登場をきっかけ
に，ファッションが大きく変わります。主に東京都内の
お金持ちの高校生だったり，大学生などがカジュアルな
ポロシャツとか，ジーンズとか，そういうふうなものに
ちょっとヴィトンのバッグを持っているというふうな，
単品をコーディネートさせるようなカジュアルファッシ
ョンというものが格好いいという価値観が生み出されま
す。
ファッションの本質というのは，ずっと同じものを着

ていると飽きてしまう，そうではない全く正反対のもの
を求めるというふうなことにあります。ですから，80

年代にデザイナー色の強いファッションというものが流
行っていた。そういう自分より目上の人たちのファッシ
ョンをずっと見ていた次の世代の人たちは，ああいうフ
ァッションは，私たちはもういいよね…みたいなこと
で，それで一気にカジュアル化が進んでいったのです。
そして，この渋カジを起点にして，90年代以降はカ

ジュアルファッションというのが非常に台頭してくるの
と，あとファッションサイクルが非常に速くなって，こ
ういうスタイルが出たかと思うと，またすぐ次のファッ
ションに変わる。あるいはギャル的なファッションをす
る人もいれば，ちょっと古着系の人がいたり，すごくお
嬢様っぽいファッションをする人がいたりということ
で，多様化していきます。それ以前のファッションは大
体みんな流れに乗りましょうという風潮があったのです
けれども，それが非常に細分化をして，瞬く間にコロコ
ロ変わっていく。あるコギャルならコギャルの中での流
行廃りみたいなものがあって，すごく同時多発的にファ
ッションがあらわれては消えて，あらわれては消えてと
いう，街に出ていても変化が激しくて，大変おもしろい
時代を迎えたのです。それが渋カジに始まって，コギャ

ルとか，LA ギャルが出てきたり，安室奈美恵さんの影
響でアムラーが出てきたりとか，そしてガングロ・ヤマ
ンバというギャル的なスタイルがあるかと思えば，カジ
ュアル系のファッションということでフレンチカジュア
ルとかイタリアンカジュアルとか，さまざまなカジュア
ルファッションというのが登場したり，そして古着ブー
ムも起こりました。これまでファッションというのは新
しいということが基本だったのですが，古いものが新し
いという逆の発想といいますか，今まで自分が見たこと
なかった 70年代とか 60年代の古いファッション，これ
に新しさを見いだすという，新たな価値観が生まれ，と
にかくめまぐるしくファッションが変わっていきまし
た。

�ストリートファッションの時代を迎えた 90年代
それではここから，1990年代から現在までどんなフ

ァッションが実際出てきたのかというのをご紹介したい
と思います。
まず，90年代の前半はカジュアルファッション台頭

ということで，フレンチカジュアルでフレカジ，それか
らモデルカジュアル。ちょうどこのころにスーパーモデ
ルブームというのがありまして，そのモデルがコレクシ
ョンではなくて普段着で着ているようなファッションを
真似するということでデルカジ。それからゆったりした
ゆるカジみたいなものとか，さまざまなカジュアルファ
ッションが台頭しました。そして女子高生ブーム，ブル
セラとか援助交際とか，ちょっとマスコミ的にはおもし
ろおかしく書かれたりしたのですけれども，女子高生の
コミュニケーション力がファッションには絶対不可欠と
いうことで，今ルーズソックスのこのぐらいのだぶつか
せ方がおしゃれなんだよということをファッションリー
ダーの人たちが言う。そうすると，みんなそうだよねと
いうことで整っていく。その彼女たちの横方向のファッ
ションの波及方法というのは非常に画期的だったので
す。こうしたある属性の人たちの中で横に広がっていく
ファッションというのが 90年代の前半ぐらいから非常
に見られるようになっていきました。
これがやがてコギャルですとかギャルというふうな人

たちを生む。結局今見ると，こういう人たちが例えば皆
さんの学校の校舎とかにいたらビックリしますよね。ち
ょっとどうしたのというふうに思いますけれども，でも
渋谷全体がこのような具合でしたから，逆に髪の毛が黒
くてまじめな格好していたほうが格好悪いし，恥ずかし
いのです。厚底靴も最初は 10センチ，でも 12センチの
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人がすごくカッコよくはいていた，じゃ私も 12センチ。
まだまだ 15センチ，じゃ私も 15センチ。知らない間に
ちょっとずつ順応していって，後から引いて見るとすご
くエスカレートしていくというふうな水平方向のファッ
ションの波及というのが見られたのです。このころの渋
谷というのはエキサイトしていて，とてもおもしろかっ
たです。
他方，原宿はサイバー系ですとか，ゴシックロリータ

のゴスロリですとか，エンジェラーという「卓矢エンジ
ェル」というブランドがありまして，和の着物とか脚絆
とか，そういうものをリメイクしたようなブランドがあ
りました。それらは，かなり過剰なスタイルなのです
が，しかし，こういう人たちがいっぱい原宿にはいるの
で，1人だけだったら絶対空気を読んでしまいますから
できませんけれども，お友達と一緒，原宿に行けば私た
ちみたいな人がいっぱいいるという安心感からどんどん
エスカレートしていく。そうすると，自分はサイバー系
ではないけれども，ちょっと蛍光色を取り入れてみよう
かなみたいな人がでてきて，ファッション全体がボトム
アップしていくのです。周りの人たちも，私，地味すぎ
てだめじゃないみたいに思えてきて，やがて全体のファ
ッションがだんだんカラフルでユニークなものに変化し
ていくということがありました。
他方で，裏原系といって，原宿の表通りではなくてち

ょっと路地になっているところなどにひそかにお店が登
場してくる。そういうカジュアルでスポーティな格好を
するような若い人たちが，DJ の人がお店をやっている
よとかいうことで集まったりということが見られまし
た。あと女の子でも，ボーイッシュなファッションを取
り入れるということでボーイズ系などのファッションが
90年代半ばに見られました。
それから，今まで作業着だったりとか，スポーツをす

るときに着ていたファッションや，ミリタリーなどの制
服などを街で着るというのも 90年代後半によく見られ
たものです。あとは 70 年代のリバイバルがありまし
た。ファッションの 20年周期についてお話しするのは
時間的に難しいのですけれども，大体 20世紀のファッ
ションを見ていくと，ボーイッシュな男の子っぽいスポ
ーティなファッションが 10年，これに飽きてロマンテ
ィックで女性らしいファッションというのが 10年，と
いうことで，20年周期で繰り返し起こってくる。恐ら
く皆さんも 80年代ファッションのリバイバル，エイテ
ィーズが流行ったというのを雑誌で見たり，お店でそう
いうものを買ったことがあると思うのですけれども，

2000年代の 20年前ということで 80年代のリバイバル
みたいなものが起こりました。これと同じように 90年
代の後半には 70年代のリバイバルということで，ベル
ボトムのジーンズとか，ウェッジソールのサンダルとい
うふうな 70年代のファッションというのが登場してき
たり，あとエスニックとかフォークロア，これも実は 70

年代に高田賢三とかイブ・サンローランなどが，これま
で民族の人たちが培ってきた伝統的なエスニックとかフ
ォークロア，民族調のファッションというものを，民族
の人たちにとってはトレンドではなくてずっと培って着
ていたもの，でもそれではない国の人たちがファッショ
ンとして取り入れるということを 70 年代に取り入れ
て，そういうものがまた 20年後の 90年代後半に，イン
ド更紗のスカートが流行ったりとか，カウガール風のウ
ェスタン風の格好が流行ったりということがありまし
た。
そして，90年代の後半は，デザイナーがこういうふ

うに着てくださいという期待を完全に破る非常に自由な
スタイルが登場しました。スカートにデニムのパンツを
合わせてスカパンとか，レイヤー，重ね着ということで
すけれども，さまざまなレイヤード。こういうふうな新
しい発想をみて，海外から来たデザイナーやバイヤーの
人がすごく驚いて，こういう格好をしている日本人の感
覚ってすごいおもしろいねということを言っていまし
た。

�2000年代以降のストリートファッション
2000年代に入ると，その 20年前の 80年代のボディ

コンシャスなミニスカートが流行ったり，あるいは 80

年代のさらに 20年前の 60年代のミニなどが流行ったり
ということがありました。それから，2000年代前半に
は，ものすごくカラフルな渋谷のギャルの人たちのファ
ッション，そして厚底サンダル，こういうふうなとても
きらびやかスタイルが見られました。確かに一部の渋谷
の若い女性の間だけかもしれないのですけれども，でも
こういう姿を見たもう少し年輩の OL だったりとか，母
親世代の人たちも，娘がこんな服を着ているのだったら
私も着ちゃっていいじゃないということで，少しマイル
ドではあっても，類似のスタイルが流行することは頻繁
にありました。このように，若い人たちだけのトレンド
ではなくて，全体にいろんな方面に影響を与えていたと
いうことはあります。
そしてあともう一つは，海外の高級ブランドブームで

す。10代，20代の若い人が一つ 20万円ぐらいするよう
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なシャネルとかヴィトンのバッグを持つ。「印籠バッ
グ」と言っていますけれども，水戸黄門様の印籠のよう
に一つだけ高価な小物を身につける。こうした傾向は，
ファッションがカジュアルになるほど顕著になりまし
た。このカジュアルファッションは，お金がないからこ
れしかできないのではない，その証拠にブランドをさり
げなく持っている，こうしたカジュアルファッションを
ワンランクアップさせるために，ブランドが有効に用い
られました。そうかと思えば，服がファッションではな
くて，肌そのものをファッションにするということで，
ちょうど 2000年代の初頭ぐらいからヘアのエクステン
ション，ウィッグをつけてみたりとか，日焼けサロンで
肌を黒く焼いてみたり，そしてネイルとか，皮膚そのも
のに装飾を加えるというふうな身体のファッション化と
いうのが非常に進んできています。これは現在もそうで
すね。
あれだけギャルの人たちが非常にきらびやかな厚底を

はいていたのに，2000年代の半ばに入るとコンサバエ
レガンス系スタイルということで，これは名古屋嬢だっ
たりとか，あと神戸の洗練された神戸エレガンス系ファ
ッションということで関西からトレンドがやってきまし
た。彼女たちは，今まではガングロでミニスカートをは
いていたのだけれども，ちょっとエレガントな膝丈のス
カートをはいたりして，意外性のあるスタイルが流行り
ました。コンサバティブというのは本来的には保守的と
いう意味ですけれども，その保守さえもトレンドに取り
入れてしまうというどん欲さみたいなものが登場してき
たりしました。
そして，2000年代の半ばにはセレブリティ，ヴィク

トリア・ベッカムだったりとか，当時のジェニファー・
ロペスとか，今だったらレディー・ガガとか，いわゆる
ミュージシャンだったりモデルさんとか女優，そういう
セレブリティの人たちの普段着というものが注目され
て，デニムなんかもプレミアムジーンズといって，1本
3万円ぐらいするようなデニムが流行ったりということ
がありました。

2000年代半ばには古着とかレトロスタイルというこ
とが注目されました。お店で新品のものを買うだけが新
しいファッションではなくて，価値の新しさということ
に新しいファッションを見いだす動きが 2000年代半ば
ぐらいからごくごく一般的なことになっています。です
から，フリーマーケットなどで自分が着なくなった，あ
るいは買ったけれどもちょっと似合わなかったという服
を売ったり，インターネットのオークションサイトに出

品したりする。買う人は，確かに 1回 2回だれかが袖を
通したものかもしれないけれども，自分にとっては新し
い服だし，安く買えるし，あと少し昔のもののほうが逆
にほかの人たちとかぶらなくていいというふうなこと
で，服だけではありませんが，新しさの価値観というも
のが，すごく変わってきたというのがこのころのことで
す。
そして，コスプレ系，あるいはビジュアル系，原宿の

新宮橋周辺のところにはさまざまなビジュアルバンドを
真似したような人たちだったりとか，ピカチュウの着ぐ
るみを着た人だったりとか，そういう人たちがたくさん
集まって楽しそうに過ごしています。最近は海外から来
た人たちなども一緒に加わったりして，こういうファッ
ションを通じたコミュニケーションが交わされていま
す。これは同じようなビジュアル系の格好だったらすっ
と入っていけるのです。例えば田舎から来た人でも，3

年間ずっとビジュアル系をやっていますという人でも，
同じファッションをしているということで一緒に写真を
撮り合ったりとか，そこで新しいお友達ができたりとい
うことが交わされていたりします。

2000年代の後半はファストファッションが注目を集
めます。マクドナルドとかのファストフードになぞらえ
て，値段は安い，だけどトレンド感があって，非常に回
転も早くて，新しい商品が次から次へと入手することが
できて便利，そういうファストファッションというのが
席巻します。日本では「ユニクロ」ですとか，「しまむ
ら」とか，海外だと「H&M」だったり，「フォーエバー
21」だったりということで，今すごく勢いを増していま
す。この背景には，2008年のサブプライムローン以降，
高級ブランドが売れなくなって，その高級ブランドが撤
退していったあとにファストファッションのお店がたく
さん入ったりということもありますが，若い人たちの価
値観の変化も大きく関わっているのでしょう。ブランド
のバッグとかはエコバッグでいいじゃないということが
あったり，逆に全部ブランドで決めているほうがイタい
感じがするということで，感受性がすごく変わってきま
した。そういうふうなこともあって，ファストファッシ
ョン人気というものが登場してきているということで，
これまではブランドに対する強い憧れだったりとか，こ
のブランドじゃないと私は着ませんということがまま多
かったのかも知れませんが，このごろでは，多分皆さん
もそうだと思うのですけれども，あまりブランドとかを
気になさらないですよね。着るけど，でもそれほど執着
はしないみたいなことに変わってきているのではないか
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というふうに思います。
やがて，2000年代の後半には，森ガールとか山ガー

ルというスタイルが出てきました。これはご存じの方も
おられるかもしれませんけれども，ソーシャルネットワ
ークサービスのミクシーで森ガールのことに関する情報
を発信する人がいて，森にいるような女の子たちのスタ
イルということで広まった。今までは街を介在して，街
で広がっていくというふうなことがストリートファッシ
ョンでは営まれてきて，それが 90年代から 2000年代前
半にかけてそういうやりとりがなされてきたのですけれ
ども，今度は直接の原宿であるとか渋谷であるという街
に加えて，ソーシャルネットワークで展開される新しい
コミュニティの空間がさらに加わっています。そういう
バーチャルなストリート的な場で新しいファッションが
再生産されていくというふうな第二ステージに入ったと
いう感じがあります。

�日本のファッションが海外から注目される理由
先ほどクールジャパンということで，日本のさまざま

なコンテンツが海外から注目を集めているということで
見ていただきましたけれども，ではなぜ日本のストリー
トファッションに注目が集まるのだろうということで，
8つほどその理由を考えてみました。順番にスライドで
ごらんいただきましょう。
一つ目は，エリアごとの環境の違い。私自身，この4

地点を毎月観察しているのですけれども，やはり来る人
が違うのと，そこにあるお店とか環境が違うのです。原
宿でいえば，ちょっとレイヤードしたようなマルチミッ
クスな人がいるし，渋谷ではセクシーギャル系の人たち
がいるし，銀座に行くとちょっとコンサバティブなお姉
さんたちがいて，代官山には大人かわいい，カジュアル
だけれどもセンスのあるような人たちがいる。そういう
環境が違うし，来る人たちが違うということ。これは海
外の人たちからすると，原宿と渋谷と人々が違うという
ことが，あれだけ距離が近いのに違う人がいるというこ
とはなかなか新鮮に感じるそうです。こうした，エリア
ごとの環境の違いというのが一つあります。街はお店が
にぎやかだったり，人々の行き来が激しかったり，それ
からお店そのものの寿命も非常に短くなっていて，オー
プンしたかと思うと，お客さんが来なかったらすぐ次の
店に変わるというふうなことで新陳代謝がすごく激しい
のです。そういうトライアルに満ちたストリート環境と
いうものがあって，そこで自分が何を着るか，あるいは
どういうふうに人に映るかというふうなことを判断しな

がら人々が往来しているという環境というものは東京な
らではなのかなと思います。
二つ目が，ファッションテイストの細分化ということ

で，先ほど 89年の渋カジ以降，非常にたくさんのファ
ッションが出ては消え，出ては消え，そして，タコつぼ
のように広がっているというお話をしましたけれども，
若い人たちのファッションは一くくりにはできないで，
すごくトレンドが大好きな人，あるいはちょっとベイシ
ックなカジュアルなものが好きな人，そしてちょっとボ
ーイッシュなマニッシュ系の男の子っぽい格好が好きな
人と，モテ系といいますか，エレガントでフェミニンな
格好が好きな人ということで，このようなポジショニン
グマップをつくってみると，大体6つぐらいに細分化で
きると思います。ガールズカジュアル系の人たちは，ロ
ーリーズファームですとかルミネに入っているようなブ
ランドが好きで，「ノンノ」などを読んでいる。次にボ
ーイッシュカジュアル系の人たちは，このようにスポー
ツとかミリタリーをベースにしたようなスタイル，ブラ
ンドでいえば，ユニクロとかページボーイなんかを着
て，「ジッパー」なんかを読んでいる人がいます。そし
てギャル系とお伝えしましたアドバンスセクシー系，こ
の人たちは，セクシーなファッションが好きで，非常に
新しいトレンドが大好き，「ViVi」とか「エスカワイ
イ」なんかを読んでいて，セシルマクビーなどをよく着
ています。そして，スウィートフェミニン系の人たち
は，ガーリッシュな洗練された雰囲気で，ジルスチュア
ートなどのブランドが好きで「Sweet」などを読んでい
るとか，そしてキャリアベイシック系では，キャリア女
性を中心として良識的なスタイルを好む人，「With」と
か「More」などを読んでいて，Zara とかトゥモローラ
ンドなどでお買い物しますという人とか，そしてモード
セレクト系の人，先端トレンドを自分のフィルターで消
化ができる。「シュプール」とか「ファッジ」などを読
んで，アクアガールなどのブランドを着ているというふ
うなことで，細分化されています。そういう中で，また
さらにそれぞれの系の中での流行廃りというものが登場
しているというのが現状です。
三つ目がリアルクローズにおけるかわいいパワーとい

うことで，こちらの写真は東京ガールズコレクションの
写真なのですけれども，皆さんの中でガールズコレクシ
ョンに行ったことがある方はいらっしゃいますか。まだ
ないですか。ここは雑誌で人気のモデルが間近にランウ
ェイを歩いてくるのを見ることができるという醍醐味も
さることながら，これは埼玉県の新都心にある埼玉スー
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パーアリーナという会場で開催されたもので，3万人も
の人が集まったときの写真なのですけれども，来ている
人たちのファッションがとてもおもしろくて，本当に調
査をしに来てよかったと思いました。つまりランウェイ
を歩いているモデルを観客のみんなが見るという関係は
当然ありますけれども，その下の場外戦，ランウェイの
下の観客席でこそ，ファッションの提示というのがもの
すごくやりとりされていて，さすがに若い人たちがみん
なで集まるので，「よし，こういう格好していこう」と
いうことで，いろいろな雑誌を見たり，ネットを参考に
したりして，おしゃれをしてくるのです。ですから，
「ツィンズ」と呼んでいますけれども，2人で同じファ
ッションをしてきたりとか，この日も気温が 35度以上
あったのですけれども，季節に先駆けて，ファーのブー
ツをはいたりとか，ファーのベストをつけてくる人とか
が少なからずいました。すると，彼女たちとそっくりの
アイテムを，あこがれのモデルたちが身につけてランウ
ェイに登場してくるのです。つまり「やった，私と同じ
ようなものを着ている！」みたいな，そういうやりとり
がなされているということで，本当にファッションは現
場で生まれているのだなということを実感しました。
四つ目は，コレクションよりも早いストリートファッ

ションについて説明します。コレクションなどで提示を
される，いわゆるハイファッションと言われますけれど
も，そういうものよりも，実は街の若い人たちのほうが
いち早く次のファッションを取り入れているケースがあ
るのです。例えばゴシック的なものが街で見られるな，
そういう格好をしている人が多いなというふうに思う
と，その少し先，大体3カ月とか4カ月ぐらい先のコレ
クションでシャネルが似たような提案をしているという
ことがあり，逆なのです。普通はコレクションが先で，
それを参考にしてアパレルメーカーが服をつくって，消
費者に広まるというふうな流れだったのに，現在では，
日々切磋琢磨している若い人たちの感覚が先に行ってい
るのですね。もう少しこういうファッションをしたいと
いうものが先取りされていき，それをデザイナーの人が
次はこういうものを若い人たちが好むのかということで
取り入れて，商品にしていくという流れがどうやらでき
てきているということです。ミリタリーとかスタッズが
たくさんついたヘビーデューティのクールな感じのファ
ッション，渋谷の若い女性がちょっとコア系の格好をし
ているなと思ったら，そのあとでグッチとか，ドルチェ
・アンド・ガッパーナなんかがそういうスタイルを提案
したりということがありました。それから，トラッド調

のタータンチェックとか，ブレザー風の上着などが街で
登場しているなと思った後のコレクションでクラシック
なトラッド調のファッションが提案されていたりという
ようなことがあります。私自身もストリートを観察しな
がら，アパレルメーカーの方から商品企画のお話なども
いただくことがあるのですが，その方自ら，ストリート
に注目しないと次の商品をつくることができないという
ようなことをおっしゃって，ただ，なかなか普段の仕事
が忙しくて，自分自身で街に出ることはできないので，
どういうふうになっているのですかと聞きに来てくださ
る方なんかもおられます。
五つ目は，雑誌をリードするストリートファッション

ということで，従来は，雑誌はこういうモードが次のト
レンドですという打ち出し方をしてきたものです。とこ
ろが，最近の紙面を見ますと，街で流行っているランキ
ングスナップ，ストリートの若い人たちがどういう格好
をしているかということを非常に子細に紹介をするとい
う中身に変わりました。つまり若い人たちが関心を持っ
ていること，これを雑誌の主要な内容にしている。それ
を見た人が，そうか，街ではこういうことが流行ってい
るのだということで，では自分も取り入れてみようと
か，雑誌に載っていない，その先の格好を考えてみよう
というふうな形で雑誌を利用しているということがあり
ます。
もっと言うと，こういうストリート系の雑誌をアパレ

ル会社の人たちも商品企画のさいに常にチェックをして
いて，こういうものが出ているのだったら，その次には
こういうふうになるのじゃないかなというような使い方
もされているというのが現状です。そして，今，デザイ
ナーが注目をするユニークな着こなしということで，大
体 2000年代の半ばぐらいから日本のストリートファッ
ションというのがどうやら注目に値すべきものなのだと
いうことが海外のデザイナーの方とかジャーナリストの
方なんかに知れわたるようになりました。「ルイ・ヴィ
トン」のクリエイティブディレクターのマーク・ジェイ
コブスなども日本の若い人たちのリアリティー，リアル
な物事に対するとらえ方はすごく注目すべきで，街の若
い人たちのファッションとか，どういう音楽を聴いてい
るかとか，どういうカルチャーに興味があるか，これを
見ないで次の作品はつくれないということを言っていま
す。あるいはこれはあるブログに書かれていたものなの
ですが，原宿で多分，自分で手作りしたドレスだと思う
のですけれども，そういうものを着た若い日本人女性の
スナップがあって，それとほぼ同時期に「ヴィクター＆
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ロルフ」というブランドがありますけれども，シフォン
でフリルを使ったドレスを提案したのです。これを見た
ジャーナリストの人は，この両者はそっくりではないか
と気づいて，ブログにそれをアップしている。そういう
類似性というのは，ほかにもたくさんあって，もちろん
ヴィクター＆ロルフの二人がこの彼女の写真を見てヒン
トにしたかどうかは定かではないのですけれども，けれ
ども，次のクリエイティブを考えるときに，街の若い人
のクリエイティブとデザイナーのクリエイティブとほぼ
平行になっているということが，こうした事例からもわ
かるわけです。
そしてついには，この写真の方はフランスオートクチ

ュール・プレタポルテ連合協会のディディエ・グランバ
ック会長ですけれども，彼が「パリコレにプレタポルテ
は不要」といっています。見出しはちょっと強い言い方
をしているのですが，これは 2009年の記事ですが，世
界的な景気の低迷の影響を受けて，ラグジュアリーブラ
ンドが窮地に立たされている。そういう中で，今までと
同じように，つまりフランスのオートクチュールだった
りとかプレタポルテが非常に元気のよかった 80年代な
いしは 90年代ぐらいまでと同じような方法で，年に2

回，大勢のジャーナリストを限定で集めて，これが新し
いファッションですよということを提示するシステム，
それをそのままずっとやり続けるというのは時代に即さ
ないのではないかということをグランバック会長は考え
ていて，インターネットなどの，さまざまなコミュニケ
ーションツールがあるのだから，そういうものを十分に
活用して，新しいファッション提示のあり方というのを
我々は模索すべき時だというようなことを言っているの
です。
ファッションというのは次の新しい装いを考えるわけ

です。ところが，コレクションの場合は，一番最初のオ
ートクチュールのもとになったのは 1868年，シャルル
・フレデリック・ウォルトという人がオートクチュール
協会をつくって，ファッションの提示をする。これが次
の新しいスタイルですよということを提示して，そうな
んだ，新しいのですねということで服を買ったりつくっ
てもらったりというシステムが 130年前につくられた。
今でもそのシステムをずっと続けているというのは，新
しいファッションを模索するということがファッション
の大命題であったはずなのに，システムがシステム化し
てしまっているだけではないかということなのですね。
だから，こんなにたくさんの情報があって，自分が情報
を発信する側にもなっている現在だからこそ，新しい仕

組み，あるいは今までのようなトレンドがイコール，フ
ァッションというような考え方ではない，別のやり方と
いうのがきっと必要になってくるのだろうと思います。
六つ目には，デザイナーが注目するユニークな着こな

しということで，ストリートファッションには，自由な
レイヤードルックであるとか，さまざまなテイストをミ
ックスさせたりですとか，2人で同じファッションをす
るツィンズですとか，さまざまなものがあります。ファ
ストファッションである「H&M」なども，将来のトレ
ンドをつかむために私たちを取り巻く世界を観察し，ス
トリートファッションの流行，文化，メディア，トレン
ドリサーチとさまざまなものからインスピレーションを
得ていますと公言していて，一番先にストリートファッ
ションが来ているということです。そういうふうにして
製品がつくられるようになりました。
七つ目には，アイデアソースの多様化があります。ス

トリートファッションは，このように，スポーツやフォ
ークロア，レトロスタイル，アニメやドラマや映画，音
楽，タレントやモデル，ショップスタッフ，雑誌やイン
ターネット，街の人々など，ものすごくたくさんのアイ
デアソースから取捨選択をして，次の新しい装いをどう
すべきかということを各人が考えて振る舞うことで形成
されています。大変たくさんのアイデアソースから次の
ファッションが提示される。それは，デザイナーやメー
カーの想像力を遥かに超えています。その結果，ストリ
ートファッションは非常に多様になり，そのスピードも
早いため，様々な人々の興味を集める対象になっている
といえるでしょう。
そして八つ目に，ファッションを媒介とした柔軟なコ

ミュニケーションということで，これはものすごくカラ
フルなのですけれども，「原宿ファッションウォーク」
というのを2カ月に1回，ファッションが大好きな人が
有志になって，さまざま自由なファッションをして，原
宿の街を歩くイベントが開催されています。日曜日にや
っているのですけれども，集まって，1時間ぐらい原宿
を歩くのですが，ホームページがあって，面識がない人
たちでも一緒に集まって，いろいろなファッションを媒
介にしてお話をしたりということで，そして最後には，
また次集まろうねというようなことで楽しい集いが行わ
れています。こういう人たちが街を歩くと，観客の人と
いうか，そこの街に居合わせた人なども，「何なの！」
ということで写真を撮ったりして，通りが楽しい雰囲気
になります。主催者の人にインタビューしてみました
が，「今，閉塞感がある感じがするから，少しでもファ
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ッションで明るく楽しい気分になれればいいかなと思っ
てやっています」と答えてくれました。

�これからのストリートファッション
最後に，今日の話をまとめます。70年代，80年代に

は世界に影響を与えた日本のデザイナーの活躍がありま
して，今までも西洋の既成概念というものを壊したとい
うことで評価されています。1回目の崩壊というのが 80

年代に起こりました。そのことについては，鷲田清一さ
んという哲学者の方が，『最後のモード』にまとめてお
られます。でも，これはまだ西洋服の既成概念を壊した
第一段階だったのです。次に，1990年以降，今までの
ファッション構造，つまりトレンドがファッションであ
るとか，あるいはトレンドの仕組みというのは年に2回
のコレクションから決まっていくということを根本的に
覆す，街の思い思いの格好をしている若い人たちから次
の新しいファッションのアイデアというものが生まれて
くるということで，第二段階の営みが展開されました。
従来のファッション構造崩壊をするということが，ファ
ッションの先進国であったほかの海外よりもいち早く日
本であらわれたというのは注目に値すると思います。

従来コレクションを中心としてそれらをブランドであ
ったり，アパレルメーカーであったり，雑誌が取り上げ
て，一般の消費者に波及するという，上から下に滴下す
る，トリクルダウンの流れであったファッションのやり
とりというものが，1990年以降には，ストリートファ
ッションを契機にそれらが雑誌に取り上げられ，Web

に取り上げられて，そういうものを見たデザイナーの方
が次のコレクションのアイデアソースに生かしたり，そ
ういうものがさらにまたストリートファッションに影響
を与えたりということで，非常に双方向化しているとい
うふうなことですね。
これからの装い，あるいはこの社会のあり方というも

のを決めるイニシアチブをとるのは，本当にここで今お
話を聞いてくださった皆さん方だと思います。私は若い
人たちの観察をずっと続けていきたいですし，いつまで
も日本が豊かで美しいファッションを世界に向けて発信
し続けていくことができればいいなと思っております。
ちょうどチャイムが鳴りましたので，これで終わりに

したいと思います。何かご質問等があればぜひ，よろし
くお願いいたします。どうもありがとうございました。
（拍手）
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